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が ら 水 草 を 食 べ る 姿 も 見 られ ま す 。　
渡 っ て き た ば か り の カ モ

の オ ス は 、 メ ス の よ う な 地味 な 色 を し て お り 、 徐 々 にき れ い な 羽 へ と 生 え 変 わ りま す 。 ヒ ド リ ガ モ も 渡 っ てき た ば か り の 頃 は 他 の カ モと の 識 別 が 難 し い で す が 、オ ス も メ ス も 嘴

く ち ば し

が 鉛 色 で 先

が 少 し 黒 い の が 特 徴 で す 。

　
秋 に な る と 、 ロ シ ア な

ど で 子 育 て を 終 え た カ モた ち が 越 冬 の た め に 日 本へ 渡 っ て き ま す 。 ヒ ド リガ モ は 公 園 の 池 や 川 な どで よ く 見 ら れ る カ モ です 。 オ ス は 頭 の 色 が 緋

ひいろ

色

（ 赤 っ ぽ い 色 ） で 、 名 前
の 由 来 に も な っ て い ます 。 メ ス は 全 体 的 に 地 味な 茶 色 で す 。  「 ピ ュ ー ウピ ュ ー ウ 」 と 高 い 声 で 鳴き 、 水 面 で 逆 立 ち を し な

き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園

　

　 　 　 　 　
      信 木

　
愛
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ヒ ド  リ  ガ  モ

カ モ 目 　 カ モ 科
［ 全 長 ］ 　 5 0 c m
［ 時 期 ］ 　 秋 に 渡 っ て く る 冬 鳥

コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス に は 、 ど の バ ス 停 か ら で も 乗  降  可  能

「 大 内 文 化 ゾ ー ン 」 な ど に 設 置 さ れ
た 目 印  の  バ ス 停

ワ ン  コ イ ン  で  コ  ミ  ュ  バ  ス  ・  周 遊 タ ク シ ー が 乗 り 放 題 に
土  ・  日  ・  祝 日 に  「 山 口 市 観 光 周 遊 １ 日 乗 車 券 」

〜  １ ２ 月

　
コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス お よ

び 周 遊 タ ク シ ー が ワ ン コイ ン で １ 日 乗 り 放 題 と なる 「 山 口 市 観 光 周 遊 １ 日乗 車 券 」 が 販 売 さ れ て いる 。 土 ・ 日 ・ 祝 日 限 定 の取 り 組 み で 、 期 間 は

1 2月

2 6日  （ 日 ）  ま で 。
　
同 乗 車 券 を 購 入 す る

と 、 山 口 市 コ ミ ュ ニ テ ィバ ス の 全 て の 路 線 が 丸 １日 乗 り 放 題 と な る 。 加 えて 、 午 前

1 0時 に 香 山 公 園

五 重 塔 前 を ス タ ー ト し 、午 後 ５ 時

1 5分 ま で 約

3 0分

間 隔 で 運 行 さ れ る 周 遊 タク シ ー も 利 用 可 能 に 。 乗降 で き る の は 「 香 山 公 園五 重 塔 前 」  「 常 栄 寺 雪 舟

庭 前 」  「 山 口 市 菜 香 亭前 」 の ３ カ 所 だ 。　
料 金 は 、 大 人 ５ ０ ０

円 、 小 学 生 ２ ５ ０ 円 で 、小 学 校 入 学 前 の 幼 児 は 無料 。 乗 車 券 は 運 行 当 日に 、 各 車 内 、 山 口 観 光 案内 所 （ Ｊ Ｒ 山 口 駅 １階 ）  、 湯 田 温 泉 観 光 案 内所 （ 山 口 市 湯 田 温 泉２ ）  、 香 山 公 園 前 観 光 案内 所 （ 山 口 市 香 山 町６ ）  、 新 山 口 駅 観 光 交 流セ ン タ ー （ Ｊ Ｒ 新 山 口 駅北 口 ）  、 防 長 交 通 新 山 口駅 案 内 所 （ Ｊ Ｒ 新 山 口 駅北 口 ） で 購 入 で き る 。 また 、 や ま ぐ ち Ｍ ａ ａ Ｓ 用ウ ェ ブ ア プ リ 「 ぶ ら や

ま 」 を利 用 すれ ば 、デ ジ タル チ ケット
（ 事 前

購入可 ） を買 う こと が でき る 。　
利 用

者には、
「 山 口

ゆ め 回 廊 博 覧 会 グ ッ ズ 」が プ レ ゼ ン ト （ 十 朋 亭 維新 館 で 引 き 換 え ）  。 さ らに 、  「 長 州 苑 」  「 御 堀 堂 香山 支 店 」  「 山 口 県 立 美 術館 」  「 東 京 庵 」  「 常 栄 寺 雪舟 庭 」  「 狐 の 足 あ と 」  「 やを ぜ 瑠 璃 光 寺 店 」 で は 特典 も 受 け ら れ る 。　
詳 細 は 専 用 ウ ェ ブ サ イ

ト （

htt
p://

y
m

g-cit
y-

touristbus.co
m ） を 参 照

の こ と 。 具 体 的 な 運 行 時間 も 掲 載 さ れ て い る 。 問い 合 わ せ は 、 山 口 市 観 光交 流 課 （

☎
０ ８ ３

－
９ ３

４

－

２ ８ １ ０ ※ 平 日 午 前

８ 時 半 〜 午 後 ５ 時

1 5分 ）

へ 。



2 0 2 1 年 （ 令 和  3 年 ） １ ０ 月 ２ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

ス ト ラ イ プ の ワ ン ピ ー ス

が 手 に 入 る チ ャ ン ス の 九 月 。 近 所 に ブテ ィ ッ ク Ａ が あ る 。 六 月 初 旬 、 レ ン ガ色 の 人 差 し 指 の 太 さ の ス ト ラ イ プ の ワン ピ ー ス を 着 た マ ネ キ ン が シ ョ ー ウ イン ド ウ に 現 わ れ た 。 九 頭 身 の ス タ イ ルで し な を 作 っ て 立 っ て い る 。 裾 が 広 がる 軽 や か な ラ イ ン 。 見 惚 れ た 。　
難 点 が あ る 。 ノ ー ス リ ー ブ な の だ 。

マ ネ キ ン の 褐 色 の 腕 は つ る り と し て いる が 私 の 腕 に は 縮 緬 皺 が あ る 。 上 腕 には 、 渚 に 寄 せ る 波 が 作 る よ う な 細 か い波 紋 の 皺 が 見 事 に で き る 。 隠 し た い 。　
九 月 、 憧 れ の ワ ン ピ ー ス に 「 半 額 」

　
九 月 は バ ー ゲ ン の 季 節 。

夏 物 が 半 額 、 最 大

7 0％ 引 き

に な っ た り す る 。 憧 れ の 服

の 札 が 下 が っ て い た 。 そ れ に 茶 色 の薄 い 長 袖 の 上 着 を 着 て い る で は な いか 。 二 の 腕 が 隠 れ て い る 。 素 敵 。　
値 段 が 気 に な る 。 半 額 と い っ て も

元 値 が わ か ら な い 。 店 の 中 を 見 た ら誰 も い な い 。 中 に 入 り ワ ン ピ ー ス の値 札 を 探 し た 。 見 当 た ら な い の で マネ キ ン の 身 体 を 探 っ た 。 襟 首 か ら 手を 入 れ た 。 な い 。 失 礼 と 言 っ て 裾 をめ く り 服 の 脇 を 見 た 。 な い 。 な い 。マ ネ キ ン の 冷 た い 固 い 乳 房 に も ち らり と 触 っ た 。 青 い 林 檎 の よ う な 硬 い乳 房 。 く び れ た 腰 に 肉 の な い 腹 。 値札 は ポ ケ ッ ト の 中 に あ っ た 。 五 万 円が 三 万 円 。 上 着 は 八 千 円 。 縮 緬 皺 を隠 す の に 三 万 八 千 円 ・ ・ ・ 。 最 後 の問 題 。 着 て い く 場 所 が な い 。 諦 め る妙 薬 で あ る 。

大 石 将 紀

「 モ リ 姉 ぇ 」 こ と 中 村 恵 美 さ ん

 １ 行 記 事　 県 は ツ キ ノ ワ グ マ に 関 す る 注 意 喚 起 を し て い る 。 遭 遇 し た ら 「 ク マ に 背 を 向 け ず に 、 ゆ っ く り と そ の 場 を 離 れ ま し ょ う 。 絶 対 に 走 っ て 逃 げ る こ と は し な い で 」 。

　

1 6日  （ 土 ）  午 後 ２ 時 か

ら 、 大 石 将 紀 サ ク ソ フ ォン コ ン サ ー ト 「 で あ い ．ク ラ シ ッ ク ― ｉ ｎ ｇ 」 がＣ ・ Ｓ 赤 れ ん が （ 山 口 市中 河 原 町 ５ ） で 開 か れる 。 サ ク ソ フ ォ ン 奏 者 の大 石 将 紀 と 、 ピ ア ニ ス トの 末 永 匡 が 出 演 。 国 内 外で 活 躍 し て い る 一 流 ア ーテ ィ ス ト が 奏 で る 音 色を 、 間 近 で 聞 く こ と が でき る 。　
大 石 は 、 東 京 藝 術 大 か

ら 同 大 大 学 院 へ 進 学 し 、さ ら に パ リ 国 立 高 等 音 楽院 へ 入 学 。 サ ク ソ フ ォ ン科 、 室 内 楽 科 、 即 興 演 奏科 を 全 て 最 優 秀 の 成 績 で

卒 業 し た 。 ２ ０ ０ ８ 年 に帰 国 し た 後 は 、 国 内 を はじ め ヨ ー ロ ッ パ や ア ジ ア各 国 に お い て 、 音 楽 祭 への 出 演 や リ サ イ タ ル の 開催 な ど 、 幅 広 く 活 動 を して い る 。

1 3年 に 所 属 し て

い る グ ル ー プ 「 東 京 現 音計 画 」 が 第

1 3回 佐 治 敬 三

賞 、

2 0年 に ２ 枚 目 の ア ル

バ ム 「 Ｓ Ｍ Ｏ Ｋ Ｅ 」 で 令和 元 年 度 文 化 庁 芸 術 祭 優秀 賞 を 受 賞 。 現 在 は 大 阪音 楽 大 特 任 准 教 授 、 東 京藝 術 大 、 洗 足 学 園 音 楽 大講 師 、 エ リ ザ ベ ト 音 楽 大特 別 講 師 と し て 後 進 の 指導 に も 当 た っ て い る 。　
末 永 は 、 桐 朋 学 園 大 、

イ ツ 演 奏 家 国 家 資 格 を 取得 し た ピ ア ニ ス ト 。 著 名な 演 奏 家 と の 室 内 楽 共 演の ほ か 、 東 京 都 交 響 楽団 、 カ イ ロ 交 響 楽 団 など 、 国 内 外 の オ ー ケ ス トラ か ら ソ リ ス ト と し て 招へ い さ れ 、 昭 和 音 楽 大 ピア ノ 科 講 師 も 務 め て いる 。　
演 奏 さ れ る 曲 目 は 、 前

半 が 「 ク ー プ ラ ン の 墓 」（ ラ ヴ ェ ル ）  、  「 ラ プ ソ ディ 」  （ ド ビ ュ ッ シ ー ） など の ク ラ シ ッ ク 音 楽 、 後半 が 「 サ ク ソ フ ォ ン 族 の台 頭 」  （ 足 立 智 美 ）  、  「 ＴＨ Ｅ

 

Ｇ Ａ Ｒ Ｄ Ｅ Ｎ

 
О Ｆ

 

Ｌ Ｏ Ｖ Ｅ 」  （ Ｊ ａ ｃ ｏ ｂＴ Ｖ ）  、  「 Ｇ Ａ Ｔ Ｅ 」  （ フィ ト キ ン ） な ど 、 現 代 の作 曲 家 に よ る 作 品 で 、 クラ シ ッ ク と 現 代 音 楽 を 一緒 に 楽 し む こ と が で きる 。　
全 席 自 由 で 、 前 売 り 券

は 一 般 １ ８ ０ ０ 円 、

1 8歳

以 下 １ 千 円 。 同 施 設 、 ＹＣ Ａ Ｍ 、 山 口 市 民 会 館 、サ ン パ ー ク あ じ す な ど で購 入 で き る 。 当 日 は 各 ５０ ０ 円 高 （ 残 席 が あ る 場合 の み 販 売 ）  。 託 児 （ １人 ５ ０ ０ 円 ） 希 望 者 は 、

８ 日  （ 金 ）  ま で に 申 し 込 むこ と 。

　 　

　
な お 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染 症 の 感 染 状 況 によ り 、 中 止 に な る 場 合 があ る 。 問 い 合 わ せ は 同 施設 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ８

－

６ ６ ６ ６ ） へ 。

ホ ー ル に 響 く 音 色 を 体 感

大 石 将 紀 サ ク ソ フ  ォ  ン コ ン サ ー ト1 6 日

ベ ル リ ン 芸 術大 、 フ ラ イ ブル ク 音 楽 大 、モ ー ツ ァ ル テウ ム 音 楽 院 で研 さ ん を 積み 、

0 6年 に ド

菜 香 亭 で イ ラ ス ト ・ ポ ッ プ 展
モ リ イ ケ 店 員 の 中 村 恵 美 さ ん

　
山 口 市 中

心 商 店 街 の老 舗 文 具 店「 モ リ イケ 」 の 店 員で 「 モ リ 姉ぇ 」 の 愛 称で 親 し ま れて い る 中 村恵 美 さ ん によ る 展 示「 Ｍ ｙ

 

或 る

 

ｂ ｕ ｍ 企 画

 

モ リ 姉 ぇ の 瞳 」 が 、 ６ 日（ 水 ）  か ら

1 1日  （ 月 ）  ま で 山

口 市 菜 香 亭 （ 山 口 市 天 花１ ） で 開 か れ る 。　
中 村 さ ん の 趣 味 は イ ラ

ス ト を 描 く こ と 。 自 身 の作 品 を Ｓ Ｎ Ｓ で 発 信 す るだ け で な く 、 店 内 に 掲 示す る 手 書 き 「 ポ ッ プ 」 カー ド や 店 頭 で 子 ど も た ちに 無 料 配 布 す る ぬ り え を制 作 し 、 趣 味 を 仕 事 に も活 用 し て い る 。　
会 場 に は 、 今 回 の 展 示

用 に 書 き 下 ろ し た イ ラ スト 、 マ ン ガ 作 品 原 稿 、 ぬり え の 原 画 、 モ リ イ ケ に掲 示 し た 「 ポ ッ プ 」 カ ー

ド 原 本 な ど 約 １ ０ ０ 点 が並 ぶ 。 時 間 は 、 午 前 ９ 時か ら 午 後 ５ 時 （ 初 日 は 正午 か ら 、 最 終 日 は ４ 時 ）ま で で 、 観 覧 無 料 。　
中 村 さ ん は 、 １ ９ ７ ７

年 山 口 市 生 ま れ の

4 4歳 。

中 村 女 子 高 卒 業 後 、 モ リイ ケ に 就 職 し た 。 働 き 始め た 頃 は 「 自 分 の 趣 味 を話 す 相 手 や 機 会 も な か った 。 そ れ ど こ ろ か 、 あ まり 社 交 的 で は な く 、 お 客さ ん に 商 品 の 詳 し い 説 明す ら で き な か っ た 」 と 振り 返 る 。　
し か し 、 そ ん な 中 村 さ

ん が 、 あ る こ と を き っ かけ に 「 仕 事 が 楽 し く な った 」 と い う 。 仕 入 れ 担 当に 配 属 さ れ 、 商 品 を 発 注す る チ ラ シ に は 「 お す すめ ポ イ ン ト 」 が 書 か れ てい る が 、 届 い た 商 品 に は商 品 の 魅 力 な ど が あ ま り書 か れ て い な い こ と に 気づ い た 。 そ こ で 、 得 意 なイ ラ ス ト を 使 っ て 「 ポ ップ 」 カ ー ド を 作 っ た と ころ 来 店 客 か ら も 好 評 。 今回 の 展 示 も 、 店 頭 で 彼 女の 才 能 を 知 っ た 来 店 客 から の 提 案 だ っ た 。　 「 展 示 期 間 中 は 勤 務 中な の で 会 場 は 不 在 に す るが 、 楽 し ん で も ら え れば 」 と 中 村 さ ん 。　
問 い 合 わ せ は 、 同 施 設

（
☎
０ ８ ３

－

９ ３ ４

－

３

３ １ ２ ） へ 。

6日 ～

1 1日



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 1 年 （ 令 和  3 年 ） １ ０ 月 ２ 日 ㈯
「 ２ ０ ２ １ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」  受 賞 作 品 紹 介

佳 作  「 無 病 息 災 を 祈 っ て  ・  ・  ・  ・  」ラ イ ト ア  ッ プ さ れ た 瑠 璃 光 寺 は 、  い つ も に 増 し て 厳 か な 雰 囲 気 を 醸 し 出 し て い た 。  ラ イ ト ア  ッ プ さ れ 、  華 や か でた く さ ん の 人 で 賑 わ  っ  て い た 五 重 塔 の 先 の こ の 静 か な 空 間 に な ん と も 言 え ぬ 魅 力 や 浪 漫 を 感 じ た の で あ る 。

※ す  べ  て  の 受 賞 作 品 は 、  サ  ン  デ ー 山 口  ウ  ェ  ブ サ イ ト  （
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）  で も ご 覧  い  た だ け ま す 。

撮 影 者 ： 山 本 夏 海 さ ん  （ 山 口 市 ）

　
撮 影 日 ： ２ ０ ２ ０ 年

1 0月

1 1日
　 　

撮 影 場 所 ： 瑠 璃 光 寺  （ 山 口 市 ）ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

萩 往 還
チ ャ レ ン ジ
ウ ォ ー ク

萩 往 還
チ ャ レ ン ジ
ウ ォ ー ク
萩 往 還 の 案 内 人萩 往 還 の 案 内 人

「「 や ま ぐ ち 萩 往 還 語 り 部 の 会 」
や ま ぐ ち 萩 往 還 語 り 部 の 会 」

に よ るに よ る ガ イ ド 付 きガ イ ド 付 き ！！

萩 往 還 の 案 内 人

「 や ま ぐ ち 萩 往 還 語 り 部 の 会 」

に よ る ガ イ ド 付 き ！

7 ● 健 脚 コ ー ス

● 一 般 コ ー ス 

● 健 脚 コ ー ス （ 約 2 6 k m ）  明 木 → 山 口 総 合 支 所

● 一 般 コ ー ス （ 約 9 k m ） 明 木 → 佐 々 並  

8: 0 0 ～ 1 7: 0 0
1 0: 0 0 ～ 1 6: 3 0

集 合 場 所 （ 山 口 市 役 所 ） ～ 出 発 地 点 、 到 着 地 点 ～ 集 合 場 所 は バ ス 移 動

※ 起 伏 が あ る 道 の た め 、 通 常 の ウ ォ ー キ ン グ に 比 べ 運 動 強 度 が 高 い で す 。

※ 「 萩 往 還 チ ャ レ ン ジ ウ ォ ー ク 遵 守 事 項 」 に 記 載 し て い る 全 て の 項 目 を 了 承 し た う え で 参 加 し て く だ さ い

※ 1 0 月 中 旬 に 郵 送 す る 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 予 防 対 策 を 含 む 書 類 を 必 ず 確 認 し て 参 加 し て く だ さ い

※ 遵 守 事 項 ・ 申 込 用 紙 は 、 山 口 市 ス ポ ー ツ 交 流 課 、 各 地 域 交 流 セ ン タ ー 、 山 口 市 ウ ェ ブ サ イ ト で 取 得 可 能 で す

日 時

ル ー ト

対 象

定 員

参 加 費

申 し 込 み
方 法

お 申 し 込 み
お 問 い 合 わ せ

所 定 の 申 込 用 紙 に 必 要 事 項 を ご 記 入 の 上
来 所 、 郵 送 、 メ ー ル 、 Q R の い ず れ か で お 申 し 込 み く だ さ い

〒 7 5 3- 8 6 5 0 山 口 市 亀 山 町 2 番 1 号 

s p ort s @ cit y. y a m a g u c hi.l g.j p

お 申 し 込 み は
コ チ ラ ▼

小 学 5 年 生 以 上 の 山 口 市 内 在 住 者
（ 中 学 生 以 下 は 保 護 者 同 伴 ）

各 コ ー ス 6 0 人
（ 応 募 者 多 数 の 場 合 は 抽 選 ）

1, 5 0 0 円
（ 弁 当 ・ お 茶 代 等 を 含 む ）

山 口 市 ス ポ ー ツ 交 流 課
T E L 0 8 3- 9 3 4- 2 8 7 5

1 1
1 0 必

着月締 め 切 り

1 1
日

　
９ 月

2 5日 の 長 崎 戦 は 前

半 に 相 手 の 外 国 籍 Ｆ Ｗ に２ 失 点 を 喫 し 、 最 終 ス コア は １

－

３ 。

9 0＋ ５ 分

の 終 了 間 際 に は 、 キ ャ プテ ン の ＃

1 0池 上 丈 二 選 手

が 一 矢 を 報 い る も 、 悔 しい 敗 戦 。  「 僕 自 身 、 ベ ンチ か ら の ス タ ー ト だ っ たの で 、 交 代 選 手 が 流 れ を変 え な い と い け な い と い

う 思 い で 試 合 に 入 っ て いた 。 あ の よ う な ゴ ー ル を繋 げ ら れ た こ と は 良 か った が 、 次 は チ ー ム を 助 けら れ る よ う な ゴ ー ル に した い 」 と コ メ ン ト 。　
あ す も ホ ー ム で 東 京 ヴ

ェ ル デ ィ と 対 戦 。 午 後 ２時 キ ッ ク オ フ ！

　
指 揮 官

交 代 後 も 戦 い 続 け る チ ーム に ぜ ひ 熱 い 応 援 を ！

 １ 行 記 事　 １ ０ 月 １ 日 に 「 『 赤 い 羽 根 』 共 同 募 金 運 動 」 が 全 国 一 斉 に 始 ま っ た 。 本 年 度 の 山 口 市 共 同 募 金 委 員 会 （ ☎ ０ ８ ３ － ９ ３ ４ － ３ ５ ３ ８ ） の 目 標 額 は 、 ３ ２ ０ ６ 万 円 。

　
山 口 商 工 会 議 所 は 、 次

の ２ 講 座 を 開 催 、 聴 講 者を 募 集 し て い る 。　
一 つ 目 は 、 事 業 承 継 と

Ｄ Ｘ が テ ー マ の 「 今 始 めよ う ！

　
デ ジ タ ル で 未 来

に 繋 が る 企 業 づ く り 」  。日 時 は 、

1 0月 ８ 日  （ 金 ）  午

後 ０ 時

4 5分 か ら ３ 時 半 ま

で 。 内 容 ・ 講 師 は 、  「 ＤＸ と は な に か ？ 」  （ 小 泉

耕 二 さ ん ）  、  「 小 さ な こ とか ら 始 め よ う

! !　
地 方 中

小 企 業 の Ｄ Ｘ 化

　
取 説 」

（ 中 村 伸 一 さ ん ）  、  「 老 舗企 業 は 変 革 し 続 け る 」（ 小 田 島 春 樹 さ ん ）  。 会 場（ Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホ ー ル ）で の 受 講 （

7 0人 ） だ け で

な く 、 オ ン ラ イ ン で の 受講 （

5 0人 ） も で き る 。 問

い 合 わ せ は 、 同 商 議 所 広

域 ビ ジ ネ ス サ ポ ー ト セ ンタ ー （

☎
０ ８ ３

－

９ ７ ２

－ ０ ０ ７ ５ ） へ 。
　
二 つ 目 は 、  「 コ ロ ナ 禍

を 乗 り 切 る

　
経 営 計 画 策

定 セ ミ ナ ー 」  。 ウ イ ズ コロ ナ 時 代 に 向 け た 新 し い挑 戦 を 客 観 的 に 分 析 し 、マ ー ケ テ ィ ン グ 戦 略 を 確認 し な が ら 、 実 際 に 経 営計 画 に 落 と し 込 む 。 開 催

日 は

1 0月

1 2日 、 同

1 9日 、

1 1月 ２ 日 、 同 ９ 日 、 同

1 6

日 、 同

3 0日 。 い ず れ も 火

曜 日 で 、 時 間 は 午 後 ６ 時半 か ら ９ 時 ま で 。 会 場は 、 防 長 青 年 館 （ 山 口 市神 田 町 １ ）  。 講 師 を 務 める の は 、 は ら 経 営 代 表 で中 小 企 業 診 断 士 の 原 義 夫さ ん 。 受 講 料 は 、 会 員 は５ 千 円 で 、 一 般 は １ 万円 。 定 員 は

1 5人 。 申 し 込

み ・ 問 い 合 わ せ は 、 同 商議 所 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ５

－ ２ ３ ０ ０ ） へ 。
「 聞 か せ て 『 女 性 の 活 躍 』 」

ち ひ ろ さ ん か ら 金 子 み す ゞ と マ ザ ー テ レ サ を 学 ぶ
　
小 郡 女

性 団 体 連絡 協 議 会に よ る「 聞 か せて 『 女 性の 活 躍　 』  」 が 、
1 0 

 

日
　

（ 日 ）  午 後１ 時 半 から ３ 時 半ま で 、 山

1 0日

口 市 小 郡 地 域 交 流 セ ン ター （ 山 口 市 小 郡 下 郷 ） で開 か れ る 。 時 間 は 午 後 １時 半 か ら ３ 時 半 ま で で 、入 場 無 料 。　
２ ０ １ ６ 年 ４ 月 に 「 女

性 活 躍 推 進 法 」 が 施 行 され た 。 だ が 、 男 女 の 格 差を 図 る 「 ジ ェ ン ダ ー ・ ギャ ッ プ 指 数

2 1」 に よ る

と 、 日 本 の 順 位 は １ ５ ６カ 国 中 １ ２ ０ 位 と 、 先 進国 の 中 で は 最 低 レ ベ ル 。日 本 は 特 に 「 経 済 」  「 政治 」 の 順 位 が 低 い と いう 。 そ こ で 、 各 分 野 で の女 性 の 活 躍 を 学 ぼ う と 企画 さ れ た 。　
講 師 を 務 め る の は 山 口

市 出 身 の シ ン ガ ー ソ ン グ

ラ イ タ ー ・ ち ひ ろ さ んで 、 演 題 は 「 女 性 の ま なざ し が 社 会 を 変 え る 〜 金子 み す ゞ と マ ザ ー テ レサ 」  。 金 子 み す ゞ の 詩 から 学 べ る 「 生 き る ヒ ント 」 や 、 マ ザ ー テ レ サ の
「 優 し さ の 中 の 〝 強 さ 〞  」

な ど を 通 じ て 「 女 性 か ら見 た 視 点 や 気 付 き 、 他 への 思 い や り 」 を と も に 学ぶ 。 語 り 、 歌 、 朗 読 で 構成 さ れ る ス テ ー ジ は 、 大切 な メ ッ セ ー ジ と し て の話 と 歌 が 一 体 と な っ て いく 空 間 が 演 出 さ れ る と いう 。　
定 員 は

8 0人 で 、 要 予

約 。 希 望 者 は 、 同 協 議 会へ 電 話 （

☎
０ ８ ３

－

９ ７

２

－

６ ４ ９ ７ ） か フ ァ ク

ス （

０ ８ ３

－

９ ７ ３

－

１ ３ ３ １ ） で 、 氏 名 と 電話 番 号 を 伝 え る こ と 。

２ 講 座 開 催

「
事 業 承 継 と Ｄ Ｘ

」

「
経 営 計 画 策 定

」

山 口 商 工  
会 議 所



2 0 2 1 年 （ 令 和  3 年 ） １ ０ 月 ２ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口

Ｑ .

大 腿 骨 近 位 部 骨 折 と は ど ん な 骨 折 で す か ？

Ａ .

大 腿 骨 近 位 部 骨 折 は 股 関 節 周 囲 の 骨 折 で 、

骨 粗 鬆

し ょ う

症 に よ り 起 こ る 脆 弱 性 骨 折 の 一 つ で す 。

患 者 数 は ２ ０ ２ ０ 年 に 約

2 5万 人 と な り 、 今 後 も

増 え 続 け る と 予 測 さ れ て い ま す 。 起 立 、 歩 行 機能 の 低 下 に よ り 要 介 護 、 寝 た き り に 移 行 す る 危険 性 が 高 ま り 、 ま た 生 命 予 後 に 影 響 し ま す 。 １年 以 内 の 死 亡 率 は 約

1 0～

4 0％ 、 ５ 年 生 存 率 は 約

4 0％ と 報 告 さ れ 、 悪 性 腫 瘍 に 匹 敵 す る 疾 患 で
す 。 予 後 を 改 善 す る た め 準 緊 急 に 手 術 を 行 う こと が 極 め て 重 要 で 、 早 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン によ り 歩 行 機 能 の 再 獲 得 を 目 指 し ま す 。　

予 防 の た め に は 骨 粗 鬆

し ょ う

症 の 治 療 、 日 頃 か ら

の 食 生 活 、 適 度 な 運 動 習 慣 が 大 事 で す 。 コ ロ ナ禍 に よ り 高 齢 者 の 身 体 活 動 量 が 平 均

3 0％ 低 下 し

た と 言 わ れ ま す 。 毎 日

3 0分 程 度 の ウ ォ ー キ ン グ

は 骨 密 度 維 持 に 有 用 で す 。 転 倒 予 防 の た め 自 宅で で き る 運 動 と し て 、 椅 子 や 机 を 使 っ た ス ク ワッ ト 、 片 脚 起 立 訓 練 ﹁ ロ コ ト レ ﹂ が 日 本 整 形 外

科 学 会 ウ ェ ブ サ イ ト で 紹介 さ れ て い ま す 。 健 康 寿命 を 長 く 保 て る よ う に 、ぜ ひ 知 っ て お い て い た だき た い 骨 折 で す 。

Ｑ . 今 年 の イ ン フ ル エ ン ザ ワ ク チ ン の 状 況 に つい て 教 え て く だ さ い 。Ａ .

昨 年 の 季 節 性 イ ン フ ル エ ン ザ ワ ク チ ン は ３

３ ４ ２ 万 本 （ １ ㍉ リ ッ ト ル

：

１ 本 ） と 供 給 量

が 多 く 、 使 用 量 も ３ ２ ７ ４ 万 本 （ 一 昨 年 は 供 給量 ２ ９ ６ ４ 万 本 ／ 使 用 量 ２ ８ ２ ５ 万 本 ） で し たが 、 今 年 の 供 給 予 定 量 は 、 ８ 月 時 点 で 約 ２ ５ ６７ 万 本 ～ ２ ７ ９ ３ 万 本 と 昨 シ ー ズ ン よ り 減 っ てい ま す 。 特 に 、 接 種 開 始 の

1 0月 は 供 給 量 が 少 な

く 、 例 年 と 比 較 し て 供 給 が 遅 れ る 様 で す 。　
一 方 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン と の 接 種

間 隔 も 問 題 に な り 、  （ ９ 月

1日 時 点 で は ） 新 型

コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン は 、  ﹁ 他 の ワ ク チ ン と前 後

2週 間 あ け る ﹂  、 と さ れ て い ま す 。

　
米 国 疾 病 予 防 管 理 セ ン タ ー （ Ｃ Ｄ Ｃ ） で は 、

以 前 は 他 の ワ ク チ ン と 前 後

2週 間 の 接 種 間 隔 を

と る こ と が 推 奨 さ れ て い ま し た が 、 現 在 は 、
﹁ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン は 他 の ワ ク チ ン

の 接 種 タ イ ミ ン グ と 関 係 な く 接 種 が 可 能 ﹂ と 変
花 石

 源 太 郎

 医 師

佐 々 木 外 科 病 院Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ２ ３

－

８ ８ １ １

更 さ れ て お り 、 日 本 で もこ れ か ら 変 わ る 可 能 性 はあ り ま す が 、 注 意 が 必 要で す 。清 水 内 科 医 院Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ２ ５

－

２ ２ ８ ８

清 水

 秀 樹

 院 長

サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
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